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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｄ
Ｘ
ラ
ボ
が

８
月
１
日
、
川
崎
市
多
摩
市

民
館
で
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
い

た
。
多
摩
区
・
３
大
学
連
携

協
議
会
の
協
力
を
得
て
、

「
域
学
連
携
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
銘
打
っ
て

開
催
し
た
。

　
主
催
し
た
ま
ち
づ
く
り
Ｇ

Ｄ
Ｘ
ラ
ボ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
が
展
開
す
る
新

た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ラ

ボ
」
の
一
つ
。
佐
藤
慶
一
教

授
、
中
山
俊
特
任
教
授
、
淺

海
須
美
子
兼
任
講
師
が
担
当

し
、
情
報
技
術
を
駆
使
し
て

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
地
域

を
よ
り
魅
力
的
で
活
気
あ
ふ

れ
る
場
所
に
変
え
て
い
く
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
専

門
家
や
行
政
関
係
者
、
地
域

住
民
な
ど
約
１
０
０
人
を
招

き
、
地
域
と
大
学
が
連
携
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
「
域

学
連
携
」
の
意
義
や
展
望
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
慶
應
義
塾
大
学
の
飯
盛
義

徳
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
の

後
に
行
わ
れ
た
多
摩
区
３
大

学
リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
は
本
学

の
佐
藤
教
授
、
中
山
特
任
教

授
に
加
え
て
、
明
治
大
学
の

山
本
俊
哉
教
授
、
日
本
女
子

大
学
の
薬
袋
奈
美
子
教
授
が

登
壇
。
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

協
働
の
活
動
を
紹
介
し
た
。

　
学
生
た
ち
に
よ
る
活
動
報

告
も
行
わ
れ
た
。
ま
ち
づ
く

り
Ｇ
Ｄ
Ｘ
ラ
ボ
の
中
山
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
災
害
時
避
難

場
所
ま
で
の
経
路
と
時
間
を

色
分
け
し
て
可
視
化
す
る

「
逃
げ
地
図
」
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
技
術
を

使
っ
た
応
用
例
と
併
せ
て
発

表
し
た
。
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
前
中
庭
で
ホ
ッ
プ
を

栽
培
し
て
い
る
佐
藤
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
収
穫
体
験
や
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
づ
く
り
を
通

じ
て
大
学
と
地
域
を
つ
な

げ
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
た

い
と
語
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
専
門
家
と
フ
ロ
ア

の
参
加
者
が
意
見
を
交
わ
し

た
。
産
官
学
民
の
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
域
学
連
携
の

意
義
を
再
確
認
し
た
本
イ
ベ

ン
ト
は
、
多
摩
区
で
の
取
り

組
み
を
前
に
進
め
る
実
り
あ

る
機
会
と
な
っ
た
。

就
職
だ
よ
り

　
10
月
25
日
（
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
）
お
よ
び
11
月
29
日

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、「
企
業
人

事
担
当
者
に
よ
る
模
擬
面
接

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
模
擬
面
接
会
で
は
、

実
際
に
人
事
採
用
の
経
験
を

持
つ
担
当
者
が
、
本
番
さ
な

が
ら
の
面
接
を
行
い
、
そ
の

場
で
直
接
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
形
式
の
講
座
は
、
大
手
の

就
職
情
報
サ
イ
ト
な
ど
で
も

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
非
常

に
貴
重
な
機
会
で
す
。

　
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
参
加
者
の
約
98
％
が

「
大
変
満
足
」ま
た
は「
満
足
」

と
回
答
し
て
お
り
、
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
参
加
者

か
ら
は
、「
実
践
を
２
回
、
見

学
を
２
回
で
き
た
の
が
と
て

も
良
か
っ
た
。
他
の
人
の
面

接
を
見
る
機
会
は
少
な
い
の

で
、
自
分
が
ど
う
見
え
て
い

る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
」
と
い
っ
た
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
形
式
で
行
う
こ

の
模
擬
面
接
会
で
は
、
自
分

の
現
在
の
実
力
を
確
認
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
他
の
参
加

者
の
面
接
を
客
観
的
に
観
察

す
る
こ
と
で
、
面
接
官
の
視

点
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
詳
細
は
就
職

支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
｜

ｎ
ｅ

ｔ
」（
支
援
行
事
情
報
⇩
能

力
開
発
欄
）
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
面
接
力
を
高
め
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

　経営学部の岩田弘尚ゼミナールでは、添加物を使用

せず長期熟成させた国産生ハムの普及を柱とする国産

生ハム協会と産学連携を行っている。６月、国産生ハ

ム協会が主催する「国産生ハムフェスティバル」の運

営補助とＰＲ動画の作成を岩田ゼミで行った。

　今年で第９回となるフェスティバルは岩手県紫波町

で開催され、全国から集まった20の生産者自らが、自

慢の国産生ハムを原木から切り出して提供し、来場者

はそれぞれのこだわりを聞きながら味や香り、食感の

違いを地元のワインなどと合わせて楽しむことができ

るイベントである。

　私たち岩田ゼミは、前日の会場準備から当日の受け

付けや誘導などの補助を行うとともに、イベントの広

報映像の撮影を行った。来年度の来場者数増加を目指

し、国産生ハムフェスティバルの魅力が伝わるよう、

会場の雰囲気や生産者の熱意が画面越しにも感じられ

るように意識しながら撮影を行った。来場者インタビ

ューでは、国産生ハムの感想やイベントの楽しさにつ

いて語ってもらい、生の声を記録することができた。

また、主催者側の開催に込めた思いやその意義につい

ても深掘りし、それらを効果的に伝えるため、数ある

インタビューの中から取捨選択し、視聴者に伝わりや

すいような動画構成を意識して編集した。

　地域のテロワール※を生かした特産品である国産生

ハムをＰＲするこのような熱量の高いイベントが毎年

開催されることにより、国産生ハム協会と岩田ゼミに

共通するテーマである「地方創生」につながることを

動画を通して感じてもらいたいと思う。

 （経営学部３年　増田丈一郎・加藤杏実）

会
場
の
雰
囲
気
や
生
産
者
の
思
い
を
撮
影

国産生ハムを提供するゼミ生

産学連携で国産生ハムＰＲ
イベントの熱気伝える動画を制作 ▶

経 営
岩田ゼミ

まちづくりＧＤＸラボ

公
開
シ
ン
ポ
開
催 

域
学
連
携
の
活
動
報
告

活
動
を
報
告
す
る
佐
藤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
９
月
29
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
ト
ゥ
ル
ク
大
学
の
学
生

ら
22
人
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
問
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
の
教
員
や
学
生
と

交
流
し
た
。

　
来
学
し
た
の
は
、
情
報
シ

ス
テ
ム
科
学
を
学
ぶ
学
生
団

体
Ｔ
ｕ
Ｋ
Ｙ
Ｄ
ａ
ｔ
ａ
の
メ

ン
バ
ー
。
日
本
の
企
業
や
大

学
を
見
学
す
る
研
修
旅
行
の

一
環
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
、
学
生
発
表
、
剣
道
体
験
、

懇
親
会
に
参
加
し
た
。

　
学
生
発
表
は
す
べ
て
英
語

で
行
わ
れ
た
。
専
大
生
は
卒

業
研
究
、
ラ
ボ
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
の
取
り
組
み
と
成
果

を
、
ト
ゥ
ル
ク
大
学
の
学
生

は
同
大
学
の
歴
史
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
日
本
の
国
民
性
や

働
き
方
の
違
い
な
ど
を
プ
レ

ゼ
ン
し
た
。

　
古
川
万
莉
菜
さ
ん
（
４
年

次
）
は
竹
を
テ
ー
マ
と
し
た

卒
業
研
究
の
内
容
を
報
告
。

「
な
じ
み
の
な
い
題
材
を
ど

う
伝
え
る
か
を
考
慮
し
た
。

英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
す
る
の
は

初
め
て
で
緊
張
し
た
が
、
気

づ
か
な
か
っ
た
視
点
の
質
問

も
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
役

立
て
た
い
」
と
話
し
た
。

　
ト
ゥ
ル
ク
大
学
３
年
次
の

モ
ナ
・
サ
ロ
さ
ん
は
「
専
修

大
学
の
学
生
は
と
て
も
優
し

か
っ
た
。
プ
レ
ゼ
ン
で
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
し
、
剣
道
体
験
も
楽

し
か
っ
た
。
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」

と
笑
顔
で
振
り
返
っ
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

は
国
際
交
流
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
２
０
２
６
年
度
か
ら

海
外
留
学
を
必
修
と
し
た
Ｃ

コ
ー
ス
を
設
置
す
る
。
宮
津

和
弘
教
授
は
「
英
語
に
よ
る

交
流
で
不
安
も
あ
っ
た
が
、

し
っ
か
り
と
発
表
し
、
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
い
た
。
今
後
の
国

際
交
流
に
も
期
待
が
持
て

る
」と
手
応
え
を
口
に
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

【
学
生
発
表
】
英
語
で
プ
レ
ゼ

ン
す
る
古
川
さ
ん

【
懇
親
会
】
宮
津
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
学
生
が
作
成
し
た
ゲ
ー
ム

を
楽
し
む
ト
ゥ
ル
ク
大
学
生

【
剣
道
体
験
】
部
員
の
指
導
で

竹
刀
を
に
ぎ
っ
た

交流する両大学の学生たち

Ｃコースを
26年度設置

トゥルク大生が来学トゥルク大生が来学フィンランドフィンランド
生田キャンパスで国際交流生田キャンパスで国際交流

プログラム名 日程 形式

適性検査：ＶＲＴ職業レディネス・テスト（有料） 申込期間：～ 2/27（金）
視聴期間：～ 3/31（火） 動画配信

ＳＰＩ準備講座（有料） 申込期間：～ 2/27（金）
視聴期間：～ 3/31（火） 動画配信

ＳＰＩ模擬テスト 受検期間：～ 3/27（金） オンライン

法人取引に見る銀行業務の基本
（三菱UFJ銀行中堅行員がキャリアと共に語る） 神　　田：11/  4（火） 対　面

企業人事担当者による模擬面接会 生　　田：10/25（土）
オンライン：11/29（土）

対　面
オンライン

３大学合同グループディスカッション実践講座
（専修大学・駒澤大学・昭和女子大学） 11/15（土） 対　面

※詳細はS-netで。事前申し込みが必要なプログラムもあります。

キャリア形成支援課では、上記以外にも低年次向けのキャリア形成支援プロ
グラムを実施しております。詳細は in Ｃampus、Ｓ-netをご確認ください。

主なキャリア形成支援プログラム （後期）

※ 生産物の特性を作り出す自然環境やノウハウ


